
激

甚

災

害

適
用
す
べ
き
措
置

令
和
元
年
六
月
六
日
か
ら
七
月
二
十
四
日
ま
で
の
間
の

豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害

法
第
五
条
及
び
第
二
十
四
条
第
二
項
か
ら
第
四
項
ま

で
に
規
定
す
る
措
置

備
考一

上
欄
の
豪
雨
と
は
、
梅
雨
前
線
に
よ
る
も
の
を
い
う
。

二

上
欄
の
暴
風
雨
と
は
、
令
和
元
年
台
風
第
三
号
及
び
同
年
台
風
第
五
号
に
よ
る
も
の
を
い
う
。

附

則

こ
の
政
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

総
務
大
臣

石
田

真
敏

財
務
大
臣

麻
生

太
郎

農
林
水
産
大
臣

川

貴
盛

令和元年月日 水曜日 (号外第号)官 報

（
地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

地
方
公
共
団
体
の
手
数
料
の
標
準
に
関
す
る
政
令
（
平
成
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に

改
正
す
る
。

本
則
の
表
三
十
九
の
項
中
「
第
四
条
第
二
項
、」を
「
第
四
条
第
三
項
、」に
改
め
、
同
項
の
１
中「
第
四
条
第
二
項
」

を
「
第
四
条
第
三
項
」
に
、「
一
万
九
千
三
百
円
」
を
「
二
万
四
千
四
百
円
」
に
改
め
、
同
項
の
２
中
「
一
万
七
千
九

百
円
」
を
「
一
万
八
千
五
百
円
」
に
改
め
る
。

令
和
元
年
六
月
六
日
か
ら
七
月
二
十
四
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害
並
び

に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
九
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
九
十
四
号

令
和
元
年
六
月
六
日
か
ら
七
月
二
十
四
日
ま
で
の
間
の
豪
雨
及
び
暴
風
雨
に
よ
る
災
害
に
つ
い
て
の
激
甚
災
害

並
び
に
こ
れ
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
の
指
定
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
号
）

第
二
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
災
害
を
激
甚じ
ん

災
害
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
等
に
関
す
る
法
律
（
以
下「
法
」

と
い
う
。）第
二
条
第
一
項
の
激
甚
災
害
と
し
て
指
定
し
、
当
該
激
甚
災
害
に
対
し
適
用
す
べ
き
措
置
を
同
表
の
下
欄
に

掲
げ
る
と
お
り
指
定
す
る
。

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
九
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
九
十
六
号

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
整
備
に
関
す
る
政
令

内
閣
は
、
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
並
び
に
建
築

士
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
条
の
十
九
第
二
項
、
第
十
六
条
第
一
項
及
び
第
三
十
七
条
並
び
に
地

方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
こ
の
政
令
を
制
定
す

る
。（

建
築
士
法
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
一
条

建
築
士
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
二
百
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
中
「
一
万
九
千
二
百
円
」
を
「
二
万
八
千
四
百
円
」
に
改
め
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
一
万
九
千
七
百
円
」
を
「
一
万
七
千
円
」
に
改
め
る
。

（
沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
建
設
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
の
一
部
改
正
）

第
二
条

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
建
設
省
関
係
法
令
の
適
用
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る
政
令
（
昭
和
四
十
七
年
政
令
第
百

十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
百
条
中
「
行
な
つ
た
」
を
「
行
つ
た
」
に
、「
第
四
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
試
験
を
受
け
な
い
で
」
を
「
第
四

条
第
二
項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
」
に
改
め
る
。

（
出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の
一
部
改
正
）

第
三
条

出
資
の
受
入
れ
、
預
り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
平
成
十
九
年
政
令
第
三
百
三
十

一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
号
中
「
百
八
円
」
を
「
百
十
円
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
二
百
十
六
円
」
を
「
二
百
二
十
円
」

に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
政
令
は
、
令
和
元
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
利
息
制
限
法
施
行
令
第
二
条
及
び
第
四
条
の
規
定
、
第
二
条
の
規
定
に
よ
る
改

正
後
の
貸
金
業
法
施
行
令
第
三
条
の
二
の
三
の
規
定
並
び
に
第
三
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
出
資
の
受
入
れ
、
預

り
金
及
び
金
利
等
の
取
締
り
に
関
す
る
法
律
施
行
令
第
二
条
の
規
定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
以
後
の
現
金
自
動

支
払
機
そ
の
他
の
機
械
の
利
用
に
係
る
利
用
料
に
つ
い
て
適
用
し
、
同
日
前
の
現
金
自
動
支
払
機
そ
の
他
の
機
械
の

利
用
に
係
る
利
用
料
に
つ
い
て
は
、
な
お
従
前
の
例
に
よ
る
。

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

法
務
大
臣

山
下

貴
司

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

令
和
元
年
九
月
十
一
日

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三

政
令
第
九
十
五
号

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
を
定
め
る
政
令

内
閣
は
、
建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
三
十
年
法
律
第
九
十
三
号
）附
則
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、

こ
の
政
令
を
制
定
す
る
。

建
築
士
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
期
日
は
、
令
和
二
年
三
月
一
日
と
す
る
。総

務
大
臣

石
田

真
敏

国
土
交
通
大
臣

石
井

啓
一

内
閣
総
理
大
臣

安
倍

晋
三


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